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金星 大気大循環 に お け る 多重 解再現 へ の 試み

＊ 域 戸 敦誉 （九州大 学総 合理 1：学府）
・和 々 吉 信 （九州 大学 応用 力学研 究所）

1　 は じ め に

　 金星は非常 に 臼転速度が 遅 い 惑星 に も拘ら ず 、高

度約 70km 　f・f近に 100ms
−1

もの 高速の 東曲風 （ス ー一

バ ーロ ーテ ーシ ョ ン）があ る こ とが知 られ て い る ttし

か し Matsuda （1980，
1982）に よ る と、現実 o）金 星 の

よ うな 高速の 東西風が 1〆ll｛す る バ ラ メ
ー汐 領域で も、

強 い
・一
ヂ「面循環 と弱 い 東西流と い う全 く異な っ た大

気 の 循環が 安定な解 と し て 仔在し うる こ とが 示唆 さ

れ て い る．本研究 で は 、金星的な 条f1： 卜
．
で GCM に

よ る多重解の 再現 を試 み た、

2　 モ デ ル

　地 喪に 於け る高温，高圧 や 、非常に 遅い 自転 周期

な ど 金皐特有の パ ラ メ ー一タ を設定し た CCSRINIES

AGCM5 ．4 を用い 、数値実験を行な っ た、

　Y   amoto 　alld　Ta訟 ha3hi（2003）を参考に 、降水

や 積雲に 関す る水過程は モ デ ル か ら除い て い る ．金

星大気の 敏射過程は よ く分か っ て い な い た め、放射過

程は 直接解 い て い な い ．大 気加熱 として Yamumoto

and 　 Takahashi 　2003 を参 考 に 、雲 層 f・1
’
近 の 赤道 が

ピ ーク と な る よ うな 1川熱源 を置 き、史 に ニ ュ
ー

トン

冷 却に よ っ て 参 考温度場に 緩和 し た．1川熱 源 の 強 さ

を変数 と し、い くつ か の 事例 で数値実験 を行な っ た．

　解像度は水
」r一方向に T21 、鉛直方向 に 60 層 （0〜

約 100km ）で あ る ．計算 の 安定 化の た め に ▽
n

の 水
」r粘性 （最大波数 で の c−felding　time ＝ 40days）を与

え た ．また 鈴直拡散係数は O．15mLs − 1
を与え た ．地

形 は 1徐い て あ る ．

　初期値は 多重解を狙 うた め に 、静 ［ヒ大 気に わず か

な 擾乱を iJ［1え た もの （初期値 1）と、高度約 50〜80km

に 臼転方向に 100ms
冖1

の 風 （そ の 他の 南北、鈴直方

向 の 風 は Onls
一ユ

〉にわ ず か な優乱を加え た もの （初

期値 2）
一
二つ を用意 した、

3　 結果

して い るよ うだ が 、初 期値 1 の 場 合には約 10000 日

後 に も増 加傾向に あ り、今後の 計算次第で は 両者は

同様 の 結果 に な る 事 も考え られ る ．図 2 は 初 期値 2

か ら計算を開始し た場合で の 7956〜8073 日 〔1 金皐

日）で
」
卜均 し た 帯状

Li死
均 東幽風、南北風 の 緯 度 高度

断面 で あ る 、

　今回試 し た パ ラ メータ領域内で は 、は 一
） きりと した

多重 平衡解 は 現 時点 で 現れ て は い な い が 、今後 も積

分時間を伸ば し、会場 で は より詳細な報告を した い ．
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図 1： 帯状 1
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　図 1 は Illl熱 i原の 最 大値を 40K ／dayと した場 合の 東

酉風 の 時間発展 を 示 して い る ．初期値 2 か ら計算を

開始 し た 場 合に は 約 3000 日後に は 準 定常状態に 達

図 2： 117 日
’1

’・f：Jした帯状
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均 東西風 （圧）と南．1匕風

〔右）；等値線 の 問隔はそれ ぞれ 107ns
− i
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